
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

項   目 平成２２年中間改定時の考え方 改定の方向性 

計 画 期 間 

平成７年の策定時に設定した計画期間は、

当面の目標期間を１５年（平成２２年）、長期

目標期間を３０年（平成３７年（令和７年））

としており、平成２２年中間改定時も、この

考え方を変更していない。  

 各種計画の計画期間と整合させるとと

もに、今後の様々な状況変化に迅速・的

確に対応するため、計画期間は現行より

も短期（２０年以内）とし、あわせて中

間改定を予定する。     

基 本 理 念 

現行公園マスプラの最上位概念であり、公

園が、地域コミュニティの拠点となるととも

に、快適な都市生活に貢献することを目指し

て定めている。 

少子高齢化や人口動態に伴うニーズ等

の変化予測を踏まえ、量の確保よりも質

や機能の特性を生かした、子育てしやす

い公園を始めとする誰もが快適に利活用

できる公園を目指すための理念・方針を

定める。 基 本 方 針 

基本理念を実現するため、①公園の量的不

足、②既存公園の機能、③公園の管理運営、

に関する課題を踏まえて定めている。 

項   目 内      容 

計 画 の 目 的 
公園等の新規整備、改修、公園管理運営等について具体的に示し、効率的に事業を

進め、生活に潤いを感じ、快適な生活を実現するため 

各 種 計 画 

・墨田区基本計画（平成１８年度策定） 

※現行計画は平成２８年度に策定、令和４年度に改定（計画期間：令和４～７年度（後期）） 

・墨田区都市計画マスタープラン（平成１９年度改定） 

※現行計画は平成３０年度に改定（計画期間：平成３１～令和２２年） 

・墨田区緑の基本計画（平成７年度策定） 

※現行計画は令和３年度に第二次墨田区緑の基本計画として策定（計画期間：令和４～２２年度）  

計 画 期 間 平成７年～平成３７年（令和７年）（３０年計画） 

計 画 人 口 平成３７年（令和７年）時点で２５万人 

基 本 理 念 すみだの表情をつくる ～人々のあたたかみと水と緑を感じる公園～ 

基 本 方 針 ①積極的に面積を拡大する、②質を向上する、③区民とともに育てる 

項   目 内      容 

社会情勢・法制度 

・新型コロナウイルス感染症の発生に伴い、生活様式が変化した。 

・持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた関心が高まった。 

・都市公園の再生・活性化を推進するため、平成２９年に都市公園法が改正された。 

（公募設置管理制度（Park-PFI）の創設など。） 

・令和４年１０月に国交省から「使われ活きる公園」の実装化に向けた提言があった。など       

区内の公園等 

施設整備 

・北十間川や隅田川沿いなどにおいて、官民連携により観光スポット、にぎわい空

間、交流の場等が形成された。 

・令和２年に情報経営イノベーション専門職大学、令和３年に千葉大学墨田サテライ 

 トキャンパスが開学した。 

・公園等を新規に７．３ｈａ整備した（現行公園マスプラの目標整備面積４２．８ｈａ）。  
など                       

区の人口動態 

・平成２２年の中間改定時には約２５万人に増加しており、その後も傾向は変わらず、 

令和５年１月には２８万人を突破した。 

・区の将来人口推計（第二期墨田区総合戦略人口ビジョン） 

 ①令和１２年に約２８．９万人でピーク 

 ②年少人口及び生産年齢人口は、おおむね令和１２年まで増加し、その後減少 

 ③老年人口は、令和７年以降一貫して増加し、令和２２年には４人に１人が老年 

 令和４年度 令和５年度 

1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
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意見収集 

               

議会報告 

               

地域産業都市委員会 

令和５年３月１３日 

「墨田区公園マスタープラン」の改定の方向性について 

２ 現行公園マスプラの概要 

３ 平成２２年中間改定以降の主な状況変化 

４ 主な項目ごとの改定の方向性 １ 改定の趣旨 

平成２２年に中間改定した墨田区公園マスタープラン（以下「現行公園マスプラ」という。）について、 

社会情勢の変化やニーズの多様化が急速に進んでいることから、これらに対応するため、令和５年度に前 

倒しで改定する。 

５ 改定スケジュール（案） 
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